
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

現在，市内 19 中学校区のうち 16 中学校区で CS（コミュニティ・スクール）が設置され、学校や地

域の困り事や課題の解決につなげるため、新しい視点を取り入れたり、地元団体とのコラボ事

業を考えたりなどそれぞれ独自の活動をしています。皆様の活動の一部を紹介いたします。 

発行:青森市教育委員会事務局文化学習活動推進課 (Email:bunkagakushu@city.aomori.aomori.jp) 

〒030-0801 青森市新町 1 丁目 3-7 TEL:017-718-1384  FAX:017-718-1372 

地域学校協働活動 & CS 通信 

各中学校区 CS 運営 ここがすばらしい 

【東中学校区】R1 設置 

・熟議において、健全育成連絡協議会や中学生をメンバーに 

入れるなど、様々な視点からの話し合いをしている。 

【浦町中学校区】R1 設置 

・ほっとカフェ、スノーバスターズ（浦町地区除雪協力隊）、 

トーク・フォークダンスなど、先進的な取り組みをしている。 

【三内中学校区】R１設置 

・リバーランドの清掃活動、徒歩で水泳教室に向かう子ども 

の見守りなど、地域を上げて支援している。 

【浪岡中学校区】R1 設置 

・地域をあげて映画上映会やキャリア講演会等を実施し、効果的に学校課題の解決を図っている。 

【油川中学校区】R３設置 

・地域の様々な団体や幼保・小・中・高・特別支援学校の縦横のつながり

を結び付けるとともに、地域の活動に生徒が積極的に参加している。 

【筒井中学校区】R３設置 

・「さくらの和」という名称の会議に毎回熟議の時間を組み入れ、今年度は

特に中学生を話し合いに加え、フェスの開催を行っている。 

【戸山中学校区】R３設置 

・「魅力あるまち戸山プロジェクト」により既存の 

地域活動に新たな活動を加えて充実を図っている。 

【北中学校区】R３設置 

・多種多様な地域学校協働活動をもとに、学校運営 

協議会では、更なる中学校区全体での活動に挑戦している。 

【浪打中学校区】【佃中学校区】【荒川中学校区】【新城中学校区】R５設置 

・CS 設置から２年が経過し、「９年間の目指す子ども像」を設定し、それぞれ活動を進めている。 

【古川中学校区】【横内中学校区】【甲田中学校区】【造道中学校区】R7 設置 

・今年度４月から CS となり、それぞれ学校や地域の実態を把握し、共通理解を深め、「９年間の目

指す子ども像」について熟議を進めている。 

〔東中学校区ＣＳ 7/8〕 

〔油川中学校区ＣＳ 5/21〕 

〔古川中学校区ＣＳ 4/16〕 



 

 

編集後記・・「地域ねぶた」など、子ども達と地域の人とが、一緒になって活動した新聞記事を見ることが増えて

きました。子ども達や大人の笑顔を見ると、この事業に取り組んでよかったなあと感じ、とてもう

れしく思います。「てとて５４号」をお届けします。笑顔でご覧いただけたら幸いです。 

学校・家庭・地域が一体となった教育力向上研修講座 
【第２回〈5/21〉】青森市教育研修センターに於いて（80 名程参加） 

《学校とＰＴＡ等が連携して行った活動》  

 事例発表「地域の強みを生かした教育活動の実践」本郷小 

     「アンガーマネジメントをテーマとした家庭教育学級の実施」東中 

     「子どもの健やかな成長と笑顔を支えるための 7 か条の推進」三内中 

     「教員以外の人材を活用した校内教育支援センター 」筒井小 

 ワークショップ『学校と家庭が連携してどのような活動を実施すればいいか』 

 

 

 

【第３回〈6/30〉】青森県総合社会教育研修センターに於いて（167 名程参加） 

《生命（いのち）の安全教育》 

講演「子どもを性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍観者 

にしないための生命（いのち）の安全教育について」 

                    岩手県立図書館 館長 森本 晋也 氏 

（元文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課安全教育調査官） 

ワークショップ『子どもたちのために学校や家庭ができる取組』 

【コラム】ハンドシェイク  

推進員対象の「推進員 café＠青森市」を第１回目４月１９日（土）は青森市中央市民センターで、

第２回目７月１２日（土）は浪岡中央公民館で行いました。話題になった内容は、すでに推進員の皆様

へお知らせしている通りです。感想の一部をご紹介します。 

次回は１１月１日（土）東部市民センターを予定しています。詳しくは後日ご案内いたしますので、

たくさんの方々の参加をお待ちしております。  

〈感想〉・ざっくばらんに様々な話ができてとても楽しかった。 

・研修会ではなかったので、普段の悩みを気軽に話せたり、 

新情報を詳しく聞けたりしてとてもよかった。 

 特色ある 4 つの事例を参考に、自分の学校でも真似してみたい活動、こんなアイデアもいいな、

ということを話し合い、最後は、自分の学校で挑戦してみたい活動を一つ自己決定しました。 

 講演の後は、3 会場に分かれワークショップを行いました。縦軸に「効果が期待できる度合い」、

横軸に「大切さの度合い」という指標をすえた模造紙に、「子どもたちのために学校や家庭ができる

取り組み」について意見を書いた付箋を張り出し、グループごとに話し合い、全体で共有した後、

「ぜひ実施したい取組」を自己決定するという活動を行いました。 

今年度最後の研修会（第４回）は、11 月 12 日(水)13:15～県総合社会教育センターで行います。今

回は、国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官 志々田まなみ氏を講師としてお迎えし、

「学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的推進」と題して講演をいただき、その後、事例発表、

パネルディスカッションを予定しております。どうぞご期待ください。 


